
石川工業高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 倫理
科目基礎情報
科目番号 15340 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 建築学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 『倫理』（東京書籍）、『新編アプローチ倫理資料』（とうほう）、関連のプリントを配布する。
担当教員 鈴木 康文
到達目標

１．現代の価値観（人間の尊厳）を理解し、説明できる。
２．現代社会の諸問題を考察し、説明できる。
３．西洋思想の歴史を理解する。
４．科学技術史・科学基礎論に触れ、説明できる。
５．国家・市民社会の成り立ちを学習し、説明できる。
６．宗教を知り、国際社会への眼差しを養い、身につける。
７．資本主義の成立を理解する。
８．論理的思考力と表現力を培う。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
到達目標
項目１、２，３，８

現代の価値観（人間の尊厳）を正
しく理解し、説明できる。

現代の価値観（人間の尊厳）を理
解し、説明できる。

現代の価値観（人間の尊厳）を説
明できない。

到達目標
項目４，８

科学技術史・科学基礎論に触れ、
正しく説明できる。

科学技術史・科学基礎論に触れ、
説明できる。

科学技術史・科学基礎論を説明で
きない。

到達目標
項目５，６，７，８

国家・市民社会の成り立ちを学習
し、正しく説明できる。

国家・市民社会の成り立ちを学習
し、説明できる。

国家・市民社会の成り立ちを説明
できない。

学科の到達目標項目との関係
本科教育目標 1 本科教育目標 3
教育方法等

概要
様々な倫理思想を学ぶことを通じ、人間に対する基本的な見方や社会の仕組みを把握するための基礎学力を養う。また
、日常生活での課題を考察して理解を深め、社会や環境に配慮できる技術者を目指す。さらに身につけた知識に基づい
て主体的に考察し、それを論理的に正しく表現した上で公正に意見を交換できるようにする。

授業の進め方・方法 事前事後学習：休暇時にレポート課題を与える。
関連科目：環境倫理，現代社会，法と社会秩序，歴史，地理

注意点
前期中間試験、前期末試験、後期中間試験、学年末試験を実施する。成績の評価基準として50点以上を合格とする。
前期末：前期中間試験（50％）、前期末試験（50％）
学年末：定期試験（80％）、レポート（10％）、受講態度（10％）。
受講態度は、小レポートの提出、授業中の指名に対する回答の回数を評価する。

テスト
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 倫理序説 授業「倫理」の目的を説明できる
2週 科学技術史序説 科学と技術の歴史を概説できる
3週 近代科学の成立１（ベーコン） 科学史上のベーコンの役割を説明できる
4週 近代科学の成立２（デカルト） 科学史上のデカルトの役割を説明できる

5週 近代科学と自然観 近代科学によって自然の見方がどのように変わったの
か説明できる

6週 ルネサンスと近代の人間観１ ルネサンス期に生じた人間観を説明できる

7週 ルネサンスと近代の人間観２ ルネサンス期に生じた人間観が現代にどのような影響
を与えたのか説明できる

8週 社会契約説１ 社会契約説について説明できる

2ndQ

9週 社会契約説２ 社会契約説が現代に与えた影響について説明できる
10週 近代国家観の成立 近代国家観の特徴を説明できる
11週 カント-人格の尊厳１ カントの人格概念を説明できる
12週 カント-人格の尊厳２ カントの現代的意義について説明できる
13週 功利主義１ 功利主義について説明できる
14週 功利主義２ 功利主義の現代的意義について説明できる
15週 前期復習 近代化の流れについて説明できる
16週

後期
3rdQ

1週 自由主義１ 自由主義について説明できる
2週 自由主義２ 自由主義の二つの流れについて説明できる
3週 共同体主義１ 共同体主義について説明できる
4週 共同体主義２ 共同体主義と自由主義との対立点を説明できる
5週 現代の倫理学１ 経済問題から倫理について説明できる
6週 現代の倫理学２ 政治問題から倫理について説明できる
7週 古代ギリシャ思想１（自然哲学） 古代の自然観を説明できる
8週 古代ギリシャ思想２（ソクラテスとプラトン） 古代の人間観について説明できる

4thQ
9週 古代ギリシャ思想３（アリストテレス） 徳の倫理について説明できる
10週 国際化する社会と宗教 宗教から国際社会について概説できる



11週 ユダヤ教 ユダヤ教について説明できる
12週 キリスト教１ キリスト教について説明できる
13週 キリスト教２ キリスト教が現代に与えている影響を説明できる
14週 宗教改革と近代資本主義精神の成立 宗教改革が現代に与えている影響を説明できる

15週 後期復習 古代ギリシャ思想とキリスト教が西洋文明に与えた影
響を説明できる

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力

人文・社会
科学 社会 公民的分野

人間の生涯における青年期の意義と自己形成の課題を理解し、こ
れまでの哲学者や先人の考え方を手掛かりにして、自己の生き方
および他者と共に生きていくことの重要性について考察できる。

2

自己が主体的に参画していく社会について、基本的人権や民主主
義などの基本原理を理解し、基礎的な政治・法・経済のしくみを
説明できる。

2

工学基礎

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

技術者倫理
(知的財産、
法令順守、
持続可能性
を含む)およ
び技術史

技術者倫理が必要とされる社会的背景や重要性を認識している。 3
科学技術が社会に与えてきた影響をもとに、技術者の役割や責任
を説明できる。 3

科学者や技術者が、様々な困難を克服しながら技術の発展に寄与
した姿を通し、技術者の使命・重要性について説明できる。 3

分野横断的
能力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

工学的な課題を論理的・合理的な方法で明確化できる。 3
公衆の健康、安全、文化、社会、環境への影響などの多様な観点
から課題解決のために配慮すべきことを認識している。 3

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 80 0 0 0 0 20 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


